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第3号様式 

助成対象活動報告シート

団体名：なごや寺町まちづくり協議会

平成29年度地域まちづく り活動助成を受けて、 以下の活動を実施した。  

 以下の活動は、 各種アンケート が中心になっている。 アンケート を行う理由は、 東別院「 てづく り朝市」 開催開始の

2013年6月以来5年間、その後開催し始めた各朝市を含め来場者の動態を調査することがなかなかできなかった。どの

地域から朝市に来ているのか、 周辺地域の人々 がどれく らい朝市に訪れているのかはこれからのまちづく りを考える上

で重要な事と考える。 また、 他地域からの来場者がどのような考えを持っているかも重要な事と考える。 また、 まちめ

ぐりガイドツアーに参加する地域文化や歴史への関心の高い層の意識を知ることは、 地域の文化を考え継承する上で重

要である。 これらのアンケート の結果分析をさらにすすめ「 まちづく り構想」 の基礎資料とする。  

（ 1） 「 まちめぐりガイドツアー活動とその参加者へのアンケート 」

 毎月 28 日に東別院、 日置神社周辺、 西別院で開催されている朝市に合わせ、 東別院から本町通を通って西別院まで

の名所旧跡を案内するガイドツアーを名古屋造形大学と地元住民が協力して行った。 方法としては、 メインスピーカが

全体の進行を行い、各所での案内は地元の人間が（ その寺の住職など） が行ったりしながら 10 か所ほどのコースを約1

時間かけて巡った。 まちめぐりガイドツアーは、 7 月から 2 月までに 8 回開催した。 助成対象としての学生を動員し、

ツアー参加者を募集したり、 ツアー参加者の列の安全を確保したりしたツアーを 7 月、 9 月、 10 月、 12 月、 1 月、 2 月

の6回行った。 各回の参加者は10人から 30人だった。 そのうち 12月、 1月、 2月のツアー参加者へのアンケート を計

3回行い、 地域文化や歴史への関心の高い層の意識の把握をした。 アンケート 回答総数は、 28通だった。

（ 2） 「 大木戸フォーラム開催と参加者へのアンケート 」

 今回のテーマが葛飾北斎の大ダルマ絵という広いテーマの内容であったことが影響してか地域外からの参加者が多

く 、 アンケート 対象者が絞り込めず、 配布は試みたが回収が一通しかできないという結果に終わってしまった。  

     日時： 平成29年11月20日 午後6時30分   場所： 西別院本堂  参加人数： 約50名 

（ 3） 「 朝市来訪者へのアンケート 」

 このアンケート は、 混雑する会場で実施するために、 簡単に答えてく れる工夫をした。 質問を簡単なものとし、 アン

ケート 形式は「 シールアンケート 」 とした。 会場で目をひく デザインのボードを用意し、 質問はどこから来たのかに絞

った。 朝市会場周辺の人々 、 つまり、 なごや寺町まちづく り協議会の活動地域の人々 がどのく らい来ているのかが一つ

の関心事だった。 アンケート は7月、 9月、 10月の3回行い1, 799人から回答を得た。 名古屋市の地図、 名古屋市以外

の愛知県を示す欄、 それ以外の範囲を示す欄を用意し、 特に中区と答えた方には、 この地域周辺ですかの問いをし朝市

会場周辺のどの辺りかを質問した。 10 月の回には上記の質問の他に何でこの朝市を知ったかを聞いた。 3 枚のボードを

用意し、 学生調査員5名から 6名で10時から 14時まで実施した。  

（ 4）「 地域住民の意識調査アンケート 」

 いつから朝市を知っているか、 どの程度朝市に行っているか、 朝市で街が変わったかなどを聞いた。 協議会の理事が

中心になって、 朝市会場周辺の住民への聞き取り調査でアンケート をした。 短期間に90人から回答を得た。  

（ 5） 朝市の来場者数調査

 各朝市の来場者数調査は、 東別院会場に 3 名、 日置神社に 2 名、 西別院に 3 名の学生調査員を配置して、 10 月、 12

月、1月、2月の4回実施した。調査時間は朝10時から午後2時までとし 30分毎に累計数をカウント して記録した。歩

いてく る人、 車で来る人を別々 の調査員が目視で確認してカウンターで数字を数えた。  
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2 活動の成果および目標達成度合い

活動の成果目標は以下の項目があった。  

・ ガイドツアーに参加する地域文化や歴史への関心の高い層の意識の把握をする。  

・ 大木戸フォーラムに参加する地域文化や歴史への関心の高い層の意識の把握をする。  

・ 東別院西別院周辺で行われる朝市参加者へのアンケート  

・  周辺住民の意識を把握するアンケート  

・  具体的な来場者数を把握する。  

・  以上のアンケート の集計をする。  

「 まちづく り構想」 策定に向けた基礎資料作成を目指す。  

大木戸フォーラムのアンケート 回収以外は、 これらの目標はおおむね達成できた。

3 活動により見えた課題

朝市は、朝市会場の周辺地域に一定の影響を与え、住民の意識が変化しているのが分かった。朝市に期待し、この地域

に活気が出ることを望んでいることも分かった。そして、地域以外の人達は、この地域の歴史や文化や街の良さを感じ

ている。 しかし、  

・ 城下町の古い歴史や文化が残る地域であるがその継承が困難になっており、 今後ますます地域の特 

 性が失われていく ことが懸念される。  

・  たく さんの地域資産（ 寺社や史跡） を有するが、 地域の将来に向けての構想がないためそれらが生かしきれない。  

というこの街の大きな問題は今も変わらない。  

今、 朝市には多く の人々 が来場している。 この状況を地域住民は歓迎している。 このような好条件がある時に、 地道な

活動で仲間や共感者を少しづつ増やしていく のが、 課題である。  

4 今後の活動等の展望 

朝市は一過性のインベント から地域に大きな影響を与えている。このような状況をよく 分析して、多く の人々 と「 まち

づく り構想」 を確立して、 この街らしいまちづく りを目指したい。














